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HiZ-GUNDAM衛星は、広視野X線モニター EAGLEによってGRBを含む突発天体を検出し、その天体を可
視近赤外望遠鏡MONSTERにて 5バンドで即時追観測を行い、1時間以内にそのアラートを配信することを目標
としている。MONSTERでは近赤外の観測波長 0.9–2.5µmを 4バンドに分割し、1つの近赤外検出器で同時に撮
像観測をする為にケスタープリズムを導入する。ケスタープリズムはビームスプリッターの一種であるが、宇宙
空間での運用実績は我々が知る限り無く、MONSTERへの搭載に際し宇宙空間での利用に耐え得るかの検証を行
う必要がある。
我々は、1つのTeledyne H1RG検出器 (18mm×18mm)上に、視野 (12′× 12′)を 4バンドに分けて 2行 2列の配置
で結像させるダブルケスタープリズムを試作し、その性能評価試験を進めている (2024年秋季年会 V212b, 2025
年秋季年会 V244a)。前回の報告にて 0.9–1.3µmバンドと 1.3–1.7µmバンドの透過率の測定について報告を行っ
たが、今回はより長波長側に感度を有する検出器を用いて、1.3–1.7µmバンドに加え、新たに 1.7–2.1µmバンド
の透過率の測定を行った。その結果、1.7–2.1µmバンドについてもピークで 90%程度の高い透過率を持つことを
確認した。また、光学接着剤のサンプルに 100MeVの陽子を上空 10年分照射したが、透過率に有意な変化は認
められず、60Coのガンマ線に加え陽子に対しても充分な放射線耐性を有することが確認できた。本年会ではこれ
らの詳細について報告する。


